
第

回
大
館
市
社
会
福
祉
大
会

が

日
、
ほ
く
し
か
鹿
鳴
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
た
。
功
績
者
を
表
彰
し

た
ほ
か
、
「
困
難
を
抱
え
て
も
社

会
か
ら
孤
立
せ
ず
、
安
心
し
て
豊

か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

市
の
実
現
を
目
指
す
」
と
大
会
宣

言
を
採
択
し
た
。

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
宮
原
文

彌
会
長
）
主
催
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
規
模
縮
小
し
て

い
た
た
め
、
４
年
ぶ
り
の
通
常
開

催
と
な
っ
た
。

「
地
域
が
つ
な
が
り
支
え
合

い
、
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
福
祉
の
町
づ
く
り
の
推
進
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
約
２
０
０
人
が
出

席
し
た
。

表
彰
状
は

個
人
６
団
体
、
感

謝
状
は
５
個
人
２
団
体
に
贈
呈
。

表
彰
者
を
代
表
し
、
福
祉
員
の
三

ツ
倉
昭
夫
さ
ん
（
釈
迦
内
）
が
「
住

民
一
人
一
人
の
生
活
課
題
は
多
様

化
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
地
域

福
祉
の
充
実
に
向
け
て
活
動
を
続

け
て
い
く
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

兜
森
和
夫
副
会
長
は
「
社
会
的

孤
立
や
経
済
的
格
差
の
拡
大
、
生

活
困
窮
な
ど
複
合
的
な
課
題
を
抱

え
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
が
増

え
て
い
る
。
他
分
野
と
の
連
携
で

支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
を
推
進

し
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
共
生

社
会
の
実
現
を
目
指
す
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

式
典
後
、
日
本
福
祉
大
中
央
福

祉
専
門
学
校
専
任
教
員
の
渡
辺
哲

雄
さ
ん
が
「
認
知
症
に
な
っ
た
波

平
さ
ん
〜
わ
か
り
や
す
い
成
年
後

見
制
度
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

被
表
彰
者
は
次
の
通
り
。

◇
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

▽
民
生
委
員
児
童
委
員
（
在
任


年
以
上
）
＝
工
藤
松
子
、
佐
藤

博
昭
▽
福
祉
員
（

年
以
上
）
＝

畠
沢
恭
子
、
安
部
修
一
、
三
ツ
倉

昭
夫
、
武
田
正
実
、
芳
賀
英
市
、

鳥
潟
清
一
▽
民
間
各
種
福
祉
施
設

か
ら
推
薦
さ
れ
た
個
人
・
団
体
＝

小
笠
原
仁
、
川
田
利
子
、
髙
坂
カ

ヨ
子
、
渡
邉
み
き
子
、
サ
ロ
ン
山

内
、
田
中
ブ
ロ
ッ
ク
建
設
、
大
館

国
際
情
報
学
院
高
硬
式
野
球
部
、

秋
田
職
業
能
力
開
発
短
大
、
白
沢

通
園
セ
ン
タ
ー
、
泉
町
地
域
ふ
く

し
セ
ン
タ
ー

◇
同
協
議
会
長
感
謝
状

▽
協

議
会
に

万
円
以
上
の
金
品
を
寄

贈
し
た
個
人
・
団
体
＝
土
門
公

子
、
工
藤
栄
子
、
工
藤
陸
奥
、
佐

藤
義
人
、
あ
き
ぎ
ん
一
日
会
▽
物

品
を
寄
贈
し
た
個
人
・
団
体
＝
金

田
司
、
秋
田
比
内
食
品

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

表
彰
を
受
け
る
福
祉
員
の
三
ツ
倉

さ
ん
㊨
（
ほ
く
し
か
鹿
鳴
ホ
ー

ル
）

「
誰
も
取
り
残
さ
な
い
」決
意

大

館

市

社
会
福
祉
大
会

功
績
者
ら
表
彰
、宣
言
採
択


